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今
国
会
も
終
盤
を
迎
え
て
き
た
。
衆
議
院
で
審
議
し
て
い
た
最
重

要
法
案
で
あ
る
テ
ロ
等
準
備
罪
は
、
5
月
23
日
に
衆
議
院
で
可
決
さ

れ
、
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。
29
日
か
ら
参
議
院
で
審
議
入
り
す
る

予
定
で
あ
る
。
今
国
会
中
に
成
立
を
期
す
為
に
、
関
係
者
が
鋭
意
努

力
し
て
い
る
が
、
6
月
18
日
の
会
期
末
ま
で
あ
と
僅
か
で
あ
り
、
厳

し
い
日
程
の
中
、
会
期
中
の
成
立
は
非
常
に
微
妙
な
状
況
で
あ
る
。

成
立
ま
で
与
野
党
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

加
え
て
、
天
皇
退
位
の
特
例
法
案
も
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
5
月
19
日
、
政
府
は
「
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特

例
法
案
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
衆
議
院
で
は
、
議
院
運
営
委
員
会
、

参
議
院
で
は
、
天
皇
の
退
位
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審

議
す
る
が
、
自
由
党
以
外
異
論
が
な
く
、
今
国
会
で
成
立
す
る
の
は

確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
衆
議
院
区
割
り
改
定
法
案
も
今
国
会
中
に
成

立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
重
要
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
国
政
の
大
き

な
テ
ー
マ
は
安
倍
首
相
の
強
い
思
い
の
憲
法
改
正
に
舞
台
は
移
っ
て

行
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

5月8日、衆議院予算委員会で
憲法改正について答弁する安倍首相

天
皇
退
位
法
案
参
院
は
特
別
委
で
審
議

与野党の激しい攻防テロ等準備罪
舞台は参議院に移る

与野党の激しい攻防テロ等準備罪
舞台は参議院に移る

恒 心

★
今
年
も
小
学
校
の
同
窓
会
が
、
三
重
県
の
湯

の
山
温
泉
で
開
か
れ
た
。
年
に
1
回
の
出
会
い

で
あ
る
が
、
こ
の
年
に
な
る
と
お
互
い
の
健
康

を
喜
び
合
い
、
欠
席
の
人
の
動
向
が
話
題
に
な

る
。
今
年
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
い
た
い
と
思
っ

て
い
た
人
が
い
た
。
★
行
っ
て
み
る
と
、
彼
は
欠
席
で
あ
っ

た
。
彼
と
隣
近
所
だ
っ
た
女
性
に
、「
今
日
彼
は
欠
席
で
す

か
」
と
尋
ね
る
と
、
彼
は
昨
年
8
月
に
亡
く
な
っ
た
と
教
え

ら
れ
た
。
彼
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
、
そ
の
席
に
い
る
人
は
、

誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
★
三
重
県
の
田
舎
の
小
学
校
に
は
珍

し
く
、
当
時
既
に
野
球
の
チ
ー
ム
が
あ
り
、
私
は
毎
日
野
球

に
没
頭
し
て
い
た
。
6
年
生
の
時
に
転
校
し
て
き
た
彼
は
、

足
が
速
く
、
肩
が
強
く
、
打
撃
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
た
ち

ま
ち
、
チ
ー
ム
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
★
中
学
校
、

高
校
で
も
め
ざ
ま
し
い
活
躍
ぶ
り
で
、
専
修
大
学
に
進
学
し
、

東
都
大
学
リ
ー
グ
で
は
、
大
学
の
優
勝
に
大
き
な
貢
献
を
し

た
。
私
は
よ
く
神
宮
に
足
を
運
び
、
彼
に
声
援
を
送
っ
た
。

卒
業
後
、
河
合
楽
器
に
入
り
、
ノ
ン
プ
ロ
で
も
活
躍
し
た
。

★
昭
和
45
年
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
入
団
、
背
番
号
2
番
、

1
番
打
者
と
し
て
5
年
間
ほ
ど
頑
張
っ
た
。
今
は
い
な
べ
市

と
な
っ
て
い
る
が
、
郡
内
で
初
め
て
の
プ
ロ
野
球
選
手
と
も
て

は
や
さ
れ
、
町
長
を
会
長
に
後
援
会
も
出
来
た
。
そ
の
彼
と

は
佐
藤
正
治
君
。
★
野
球
選
手
と
し
て
絶
頂
期
に
彼
は
結
婚

し
た
。
仲
良
し
だ
っ
た
私
は
司
会
を
頼
ま
れ
た
。
西
京
極
球

場
甲
子
園
に
応
援
に
行
く
の
も
楽
し
み
だ
っ
た
。
野
球
界
を

引
退
後
、
第
2
の
人
生
で
は
、
仕
事
に
恵
ま
れ
ず
苦
労
し
た

よ
う
で
あ
る
。
夫
婦
仲
も
順
調
と
は
言
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

★
初
盆
に
、
幼
な
じ
み
同
志
で
、
墓
参
り
を
し
よ
う
と
計
画

し
て
い
る
が
、
彼
の
姉
、
兄
に
電
話
し
た
が
、
弟
の
家
族
に

聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
だ
け
で
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
。
同
級
生
の
花
形
だ
っ
た
人
間
の
終
末
を
見
て
、
人
生
の

儚は
か
なさ

を
つ
く
づ
く
と
感
じ
た
。
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予
算
委
員
会
の
質
問
要
旨
⑶

前
号
に
引
き
続
き
予
算
委
員
会
の
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

○
二
之
湯
智
君（
文
化
庁
の
京
都
移
転
）

文
化
庁
京
都
移
転
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
た
め
、
政
府
は
昨

年
3
月
、
文
化
庁
の
京
都
へ
の
全
面
的
な
移
転

が
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
4
月
か
ら
は
、
文
化

庁
の
組
織
で
あ
る
地
域
文
化
創
生
本
部
を
京
都

に
設
置
し
、
文
化
庁
の
本
格
移
転
の
準
備
が
始

ま
り
ま
す
。
日
本
文
化
が
息
づ
く
京
都
へ
の
文

化
庁
の
移
転
は
、
文
化
を
基
軸
と
す
る
国
づ
く

り
を
内
外
に
強
く
印
象
付
け
る
と
と
も
に
、
地

方
を
元
気
に
す
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

文
化
庁
の
京
都
へ
の
移
転
の
意
義
や
効
果
に
つ

い
て
、政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
文
科
大
臣（
松
野
博
一
君
）

文
化
庁
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
同
等

以
上
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
上
で
、
地
方
創
生
や
文
化
財
の
活
用
な
ど
新

た
な
政
策
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
含
め
、
文
化
庁

の
機
能
強
化
を
図
り
つ
つ
、
全
面
的
に
移
転
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
文
化
財
が
豊
か

で
伝
統
的
な
文
化
が
蓄
積
し
た
京
都
に
移
転
す

る
こ
と
で
、
京
都
に
お
け
る
先
進
的
な
取
組
手

法
を
全
国
に
波
及
さ
せ
、
地
方
の
多
様
な
文
化

の
掘
り
起
こ
し
と
磨
き
上
げ
に
つ
な
げ
、
我
が

国
の
地
方
創
生
や
文
化
立
国
の
実
現
に
向
け
た

推
進
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
意
義
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
京
都

へ
の
移
転
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後

と
も
、
我
が
国
の
文
化
行
政
の
更
な
る
強
化
に

つ
な
が
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
二
之
湯
智
君

昨
年
の
12
月
、
全
面
的
な
移
転
と
い
う
方
針

を
踏
ま
え
、
文
化
庁
の
機
能
強
化
及
び
抜
本
的

な
組
織
改
編
を
検
討
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
抜

本
的
な
組
織
改
編
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
以

上
、
京
都
に
移
転
す
る
文
化
庁
の
組
織
は
全
面

的
な
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
情
報
通
信
技
術
の
飛
躍
的
な

進
歩
に
よ
り
、
社
会
全
体
の
働
き
方
も
大
き
な

変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、
従
来
の
東
京
に
い
な

い
と
仕
事
が
で
き
な
い
と
い
う
固
定
観
念
を
取

り
払
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
思
い

ま
す
。
東
京
に
残
る
機
能
は
国
会
対
応
の
業
務

な
ど
必
要
最
小
限
度
に
し
て
、
文
化
庁
の
全
面

的
な
移
転
に
向
け
た
大
臣
の
決
意
を
伺
い
た
い
。

○
文
科
大
臣（
松
野
博
一
君
）

文
化
庁
の
移
転
は
、
外
交
関
係
や
、
国
会
対

応
の
業
務
、
関
係
府
省
と
の
調
整
な
ど
、
政
策

の
企
画
立
案
業
務
に
つ
い
て
現
在
と
同
等
以
上

の
機
能
が
発
揮
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
全
面

的
に
移
転
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
転

の
際
に
は
、
遠
隔
地
の
部
局
と
の
連
携
方
法
や

課
題
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
東
京
へ
の
適
切

な
機
能
配
置
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
検
証
等
を
踏
ま
え

て
、
国
会
対
応
業
務
を
含
め
、
京
都
と
東
京
に

お
け
る
文
化
庁
の
業
務
の
分
離
に
よ
り
必
要
と

な
る
組
織
体
制
の
大
枠
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

整
備
と
併
せ
て
円
滑
な
移
転
を
遅
滞
な
く
実
施

し
、
具
体
的
な
検
討
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

○
二
之
湯
智
君

現
在
の
機
能
以
上
と
い
う
言
葉
は
、
文
化

庁
を
全
面
的
に
京
都
へ
移
転
さ
せ
た
く
な
い
文

科
省
の
役
人
の
思
惑
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
東

京
以
上
に
機
能
が
あ
る
都
市
は
全
国
ど
こ
も
な

い
。
そ
れ
を
言
い
ま
す
と
、
京
都
に
も
、
地
方

に
も
、
中
央
省
庁
が
移
転
し
な
い
。
大
臣
は
全

面
的
な
移
転
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
文
化

庁
の
京
都
の
移
転
と
併
せ
、
文
化
庁
の
機
能
強

化
を
図
る
の
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

文
化
の
力
で
社
会
に
活
力
を
与
え
る
取
組
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
文
化
庁
の
予
算
は
平
成
28

年
度
予
算
で
約
1,040
億
円
、
国
家
予
算
に
占
め
る

割
合
は
僅
か
0.1
％
で
、
誠
に
寂
し
い
限
り
で
あ

り
ま
す
。
文
化
立
国
を
目
指
し
、
文
化
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
拡
大
す
る
に
は
、
京
都
移
転
と
併
せ
文
化
庁

の
機
能
強
化
と
文
化
予
算
の
大
幅
な
拡
充
が
不

可
欠
で
す
。
大
臣
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

○
文
科
大
臣（
松
野
博
一
君
）

我
が
国
に
は
、
地
域
の
文
化
財
、
メ
デ
ィ
ア
芸

術
や
各
地
の
芸
術
祭
を
始
め
と
す
る
文
化
芸
術

活
動
な
ど
、
魅
力
あ
る
文
化
が
満
ち
て
お
り
ま

す
。
文
化
芸
術
資
源
を
活
用
し
、
観
光
地
の
魅

力
や
産
業
の
付
加
価
値
の
創
出
に
つ
な
げ
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
拡
大
に
貢
献
す
る
経
済
波
及
効
果
を
生
み

出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
国
の
文
化
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
拡
大
は
も
と
よ
り
、
地
方
創
生
に
も
資
す

る
よ
う
、
観
光
、
産
業
、
町
づ
く
り
を
含
む
様
々

な
関
連
分
野
と
の
連
携
強
化
や
総
合
的
な
文
化

政
策
の
推
進
な
ど
、
文
化
庁
の
機
能
強
化
や
文

化
予
算
の
充
実
な
ど
、
文
化
芸
術
活
動
を
支
え

る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
二
之
湯
智
君

文
化
庁
の
京
都
移
転
は
決
ま
っ
た
が
、
時
期

が
明
確
で
な
い
。
地
元
と
し
て
は
、
移
転
時
期

の
目
標
を
持
っ
て
計
画
的
、
段
階
的
に
い
ろ
ん

な
事
業
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
で
も
あ
り
、
文
化
の
祭
典
で
も
あ
り
ま

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
、
今
、
全
国

津
々
浦
々
で
様
々
な
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
官
民

挙
げ
て
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
の
前
に
文
化
庁
が
京
都
に
移
転
す
る

こ
と
は
、
世
界
に
向
け
て
日
本
は
文
化
を
大
切

に
す
る
国
で
あ
る
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
絶

好
の
機
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
安
倍
総

理
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
内
閣
総
理
大
臣（
安
倍
晋
三
君
）

東
京
大
会
に
向
け
て
、
日
本
全
体
の
地
方
創

生
や
文
化
立
国
の
実
現
を
目
指
し
た
取
組
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
移
転
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
、
来
年
度
か
ら
先
行
移
転
と
し

て
京
都
市
内
に
地
域
文
化
創
生
本
部
を
設
置
し
、

地
元
の
知
見
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
生
か
し
な
が
ら

新
た
な
政
策
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
務
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
文
化
庁
が

京
都
に
行
け
ば
、
文
化
庁
に
行
っ
た
つ
い
で
に

金
閣
寺
を
見
た
り
と
か
、
も
ち
ろ
ん
東
京
に
も
、

山
口
県
に
も
文
化
は
あ
り
ま
す
が
、
京
都
は
や

は
り
特
別
な
存
在
と
、
総
理
大
臣
で
は
あ
り
ま

す
が
、
政
治
家
と
し
て
そ
う
い
う
認
識
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
関
係
大
臣
の
間
で
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
移
転
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

京
都
府
議
会
議
長
に
村
田
正
治
氏

京
都
市
会
議
長
に
寺
田
一
博
氏

本会議場で就任挨拶する村田議長着物姿で就任挨拶する寺田議長

就任挨拶する二ノ湯新会長

就任挨拶する菅谷新幹事長

自
民
党
京
都
府
連
の
新
し
い
体
制

新
会
長
に
二
ノ
湯
氏
、
幹
事
長
に
菅
谷
氏

自
民
党
京
都
府
支
部
連
合
会
の
第

68
回
定
期
大
会
が
、
5
月
21
日
に
京

都
市
の
全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
今
大
会
は
会
長
、
幹
事
長
以
下

の
役
員
を
選
出
す
る
大
会
で
、
会
長

に
二
ノ
湯
智
参
議
院
議
員
、
幹
事
長

に
は
京
都
府
議
会
議
員
の
菅
谷
寛
志

氏
が
選
出
さ
れ
た
。
二
ノ
湯
参
議
院

議
員
は
平
成
22
年
7
月
か
ら
、
3
年

間
会
長
を
務
め
た
。
今
回
2
度
目
の

登
板
と
な
る
。
会
長
任
期
は
、
府
連

規
約
で
2
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
西

田
昌
司
氏
は
2
期
4
年
間
会
長
と
し

て
、
京
都
府
連
の
運
営
を
切
り
盛
り

し
た
。
次
期
会
長
、
幹
事
長
の
在
任

中
に
は
、
大
き
な
選
挙
が
確
実
に
あ

る
。
こ
れ
ら
の
選
挙
を
会
長
、
幹
事

長
は
責
任
者
と
し
て
、
陣
頭
指
揮
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

菅
谷
幹
事
長
は
、
府
議
会
の
予
算

委
員
会
委
員
長
、
監
査
委
員
等
を
歴

任
し
、
議
員
団
の
政
調
会
長
、
議
員

団
長
、
自
民
党
府
連
で
は
広
報
委
員

長
・
副
幹
事
長
を
務
め
た
。

菅
谷
幹
事
長
の
抱
負

「
自
民
党
の
活
動
の
原
点
は
地
方

で
あ
り
、
先
達
は
真
の
保
守
政
党
と

し
て
幅
広
い
価
値
観
を
包
摂
し
て
間

口
広
く
、
そ
し
て
懐
深
い
自
民
党
を

築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
国

民
政
党
と
言
わ
れ
た
所
以
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
思
い
を
は
せ
、
党

員
の
皆
さ
ん
が
自
信
と
誇
り
を
持
て

る
、
そ
し
て
府
民
の
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
府
連
の
確
立
に

向
け
て
、
二
ノ
湯
会
長
の
も
と
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」

臨
時
京
都
府
議
会
は
、
最
終
日
の
5
月
19
日
、
第
80
代

議
長
に
村
田
正
治
氏（
68
、
宇
治
市
及
び
久
世
郡
）を
選
出

し
た
。
明
治
12
年
に
京
都
府
会
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
京

都
南
部
地
域
か
ら
は
2
人
の
議
長
が
出
て
い
る
が
、
戦
後

で
は
初
め
て
の
議
長
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
政
争
が
激
し

く
、
議
長
の
要
職
に
就
く
だ
け
の
長
い
期
間
、
議
員
を
務

め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
村
田
議
長
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ

る
。
村
田
議
長
は
平
成
11
年
京
都
府
議
会
議
員
初
当
選
、

現
在
5
期
目
。

村
田
正
治
議
長
就
任
の
抱
負

歴
史
と
伝
統
を
誇
る
京
都
府
議
会
の
第
80
代
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日
の
地
方
自
治
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
さ
ま
ざ

5
月
18
日
、
京
都
市
会
は
津
田
大
三
議
長
の
後
任
に
寺

田
一
博
氏（
51
・
上
京
区
）を
第
83
代
議
長
に
選
出
し
た
。

京
都
市
会
議
長
の
任
期
は
、
1
年
、
2
年
と
不
定
期
と

な
っ
て
い
る
が
、
寺
田
議
長
は
2
年
間
務
め
る
こ
と
に
な

る
。
寺
田
氏
は
、
直
前
ま
で
府
連
幹
事
長
の
要
職
に
あ
っ

た
が
、
席
を
暖
め
る
間
も
な
く
、
今
度
は
地
方
議
会
の
最

高
ポ
ス
ト
で
あ
る
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
寺
田
議
長
は
平

成
17
年
9
月
、
補
欠
選
挙
初
当
選
現
在
4
期
目

寺
田
議
長
の
「
え
と
す
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

二
ノ
湯
先
生
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
あ
る
京
都
市
会
の
第

83
代
議
長
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
改
革
の
中

ま
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
府
政
の
政
策
提
案
や
監
視

を
行
う
府
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
ま
す
。

議
長
の
使
命
と
職
責
の
重
さ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
こ

れ
ま
で
の
議
会
改
革
を
一
層
推
進
し
、
府
民
福
祉
の
向
上
と

京
都
府
の
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

で
、
開
か
れ
た
議
会
を
推
進
し
て
お
り
、
議
場
の
見
学
機

会
を
増
や
し
て
市
民
の
皆
様
に
い
っ
そ
う
身
近
に
議
場
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
初
心
忘
れ

る
こ
と
な
く
精
進
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（府議会）�予算委員長、議会運営委員
長

（議員団）府議会議員団団長
（自民党府連）政調会長

（市会）�交通水道委員長、市政改革推
進委員長

（議員団）議員団代表幹事
（自民党府連）青年局長、幹事長

昭和36年3月10日生（56才）
京大大学院修了・衆議院議員奥田幹生秘
書。平成11年府会議員に山科区より初当
選、現在5期目
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一
、
反
Ｅ
Ｕ
、
反
移
民
を
主
張
す
る
極
右
国
民

戦
線
の
ル
ペ
ン
氏
と
、
親
Ｅ
Ｕ
を
通
じ
フ
ラ
ン

ス
の
発
展
を
訴
え
る
マ
ク
ロ
ン
氏
の
戦
い
は
世

界
の
注
目
の
中
で
、
決
選
投
票
が
行
わ
れ
た
。

結
果
は
倍
ほ
ど
の
差
を
つ
け
て
マ
ク
ロ
ン
氏
が

選
ば
れ
、
不
安
の
種
が
取
り
除
か
れ
た
。

一
、
逮
捕
さ
れ
て
今
や
囚
人
の
身
と
な
っ
た
朴

槿
恵
大
統
領
の
後
任
を
選
ぶ
、
韓
国
大
統
領
選

挙
。
親
北
朝
鮮
の
文
在
寅
氏
が
、
激
戦
を
勝
ち

抜
い
た
。
日
韓
慰
安
婦
協
定
の
順
守
、
北
朝
鮮

の
非
核
化
問
題
に
は
、
自
ら
の
政
治
信
条
を
別

に
し
て
取
り
組
ん
で
貰
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
大
統
領
選
挙
期
間
中
に
、
ト
ラ
ン
プ
陣
営

と
ロ
シ
ア
と
の
間
で
、
選
挙
に
関
し
、
密
接
な

取
引
が
あ
っ
た
の
で
は
と
噂
さ
れ
、
今
Ｆ
Ｂ
Ｉ

が
捜
査
し
て
い
る
。
そ
の
矢
先
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
長
官

の
解
任
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
疑
惑
の
も
み

消
し
を
図
っ
た
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

一
、
中
国
が
世
界
の
首
脳
を
招
い
て
の
大
々
的

な
行
事
、「
一
帯
一
路
」
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た

日
に
、
北
朝
鮮
が
新
型
ミ
サ
イ
ル
実
験
を
強
行

し
た
。
晴
れ
の
舞
台
に
立
っ
た
習
主
席
の
面
目

は
丸
つ
ぶ
れ
。
そ
の
後
も
平
然
と
実
験
を
続
け

る
北
朝
鮮
は
日
本
の
大
き
な
脅
威
で
あ
る
。

一
、
新
名
神
の
城
陽
〜
八
幡
間
が
開
通
し
、
第

2
京
阪
と
京
奈
和
自
動
車
道
が
繋
が
っ
た
。
一

部
開
通
と
は
言
え
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
私
の
家（
右
京
区
妙
心
寺
北
門
）

か
ら
、
京
田
辺
、
精
華
、
木
津
ま
で
約
45
分
で

行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
、
秋
篠
宮
家
の
長
女
で
あ
る
眞
子
様
が
長

年
交
際
し
て
い
た
小
室
圭
さ
ん
と
、
婚
約
が

決
ま
っ
た
。
お
二
人
と
も
非
常
に
爽
や
か
な
人

柄
で
、
ま
さ
に
、
お
似
合
い
の
カ
ッ
プ
ル
で
あ

る
。
皇
室
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、

国
民
の
一
人
と
し
て
、お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
。

一流ホテルのような美しいトイレ

「新政経懇話会」入会のお願い

「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

各
地
で
地
方
創
生
の
た
め
、
幹
線
道
路
沿
い

に
「
道
の
駅
」
の
建
設
が
盛
ん
で
あ
る
。
京
都

府
で
も
す
で
に
19
カ
所
に
道
の
駅
が
あ
り
、
丹

後
伊
根
町
の
道
の
駅
「
舟
屋
の
里
公
園
」
は
全

国
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
で
2
番
目
の
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
4
月
8
日
、
京
都
府
で
19
番

目
と
な
る
道
の
駅
「
お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま

し
ろ
む
ら
」
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。
南
山
城

村
長
選
挙
で
は
、
こ
の
建
設
を
巡
っ
て
選
挙
の

大
き
な
争
点
と
な
り
、
賛
成
、
反
対
派
が
激

し
い
戦
い
を
展
開
し
た
。
推
進
派
の
村
長
と
し

て
は
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
二
ノ
湯
議
員
は

竣
工
式
に
来
賓
と
し
て
招
待
を
受
け
、
祝
辞
を

述
べ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。「
道
の
駅
が
成

功
す
る
秘
訣
の
一
つ
は
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道

の
道
の
駅
「
京
丹
波
味
夢
の
里
」
の
よ
う
な
綺

麗
な
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
女
性
の
方
達
に
、
喜

ん
で
利
用
し
て
も
ら
う
事
で
す
」
と
挨
拶
を

し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
隣
接
の
三
重
県
伊

賀
市
の
岡
本
市
長
か
ら
、「
味
夢
の
里
」
を
ぜ

ひ
見
学
し
た
い
と
、
二
ノ
湯
議
員
に
申
入
れ
が

あ
っ
た
。
伊
賀
市
で
も
旧
庁
舎
を
利
用
し
て
、

道
の
駅
を
計
画
し
て
い
る
。
5
月
8
日
、
京
丹

波
町
長
室
で
寺
尾
町
長
か
ら
、「
味
夢
の
里
」

建
設
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
視
点
、
観
点

か
ら
綺
麗
な
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
の
か
の
説
明

を
聞
い
た
。
町
長
は
、「
集
客
施
設
に
は
絶
対

に
綺
麗
な
ト
イ
レ
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け

女
性
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
」
と
力
説
さ
れ
た
。「
味
夢
の
里
」
の
ト
イ

レ
ば
か
り
で
な
く
、
施
設
全
体
に
寺
尾
町
長
の

基
本
的
な
価
値
観
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
は
綺
麗
な
ト
イ
レ
の
設
置

「
道
の
駅
」
成
功
の
秘
訣
の
一
つ

日時

場所 ホテルグランヴィア京都（JR 京都駅ビル内）

8月1日火 16：00▶21：00まつり
夏’17

ご案内
の お食事……3F宴会場　イベント……5F宴会場　　

16:00から20：30まで自由に入場できます。　ごあいさつ 18：30

ご家族やお友達とご一緒に、懐かしい夏祭りの
雰囲気を満喫しにおいでください。

お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所主催：夏祭り実行委員会主催：夏祭り実行委員会
お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310

お一人様　5,000円 当日、ホテルではフリードリンクチケット（2,000円）
も販売されます。


